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機能の概要
DTE 請求書用のチリのタックスインボイス処理パートナーの拡張
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機能の概要
新機能: DTE 請求書用のチリのタックスインボイス処理パートナーの拡張

お客様の課題

ソリューション領域

SAP Ariba でこの課題に対応

実装に関する情報

実現される主なメリット

前提条件および制限事項

実装の難易度

関連する地域

ロータッチ/容易

国固有

Ariba Network/グローバリゼーション/チリのタックスイン
ボイス処理

特定の Ariba バイヤーの税 ID が宛先として指定
されている、検証に合格した受信請求書すべてが
Ariba Network に送信されるように、Acepta で配
信ルールを設定する必要があります。

Acepta で、サプライヤのサービスプロバイダから
の請求書を受信し、チリの税務当局に対する検証
を行います。このバイヤー法定検証に合格した請
求書は、すでに展開されているテスト済みのセ
キュアな HTTPS チャネルを介して Ariba Network 
に送信されます。チリで義務付けられている XML 
ファイルとその関連 PDF が、処理のために Ariba 
Network に送信されます。

Acepta 関連:

• バイヤーが、サービスプロバイダとして Acepta を採用して
いる必要があります。

• すべてのバイヤーの RUT に対して配信ルールが適切に設
定されている必要があります。

Ariba Network 関連

• バイヤーの側: Ariba Network 管理者ポータルにおいて、バ

イヤーのプロファイル ([税 ID] セクション) で RUT 番号が

設定されている必要があります。

• Ariba Network においてバイヤーとサプライヤとの間に既

存の関係が存在する必要があります。

• サプライヤの側: イネーブルメントプロセスで、サプライヤに
適切な RUT 番号が割り当てられている必要があります。

Quadrem をご利用いただいているお客様の中には、
Quadrem Network との技術的な統合と法的な契約を通じ
て、地域の電子請求書処理サービスプロバイダとして
Acepta を採用しているケースがあります。中でも請求書
処理の自動化に Ariba Network を使用することを望んで
おられるお客様が、少なくとも 2 社あります。また、ほか
にも SAP Ariba システムをご利用のお客様数社が、この
ソリューションを使用して、自社でプロバイダとして採用し
ている Acepta との統合を行うことに関心を示しておられ
ます。

お客様に SAP Ariba システムを引き続きご利用いただく
ためにも、Acepta と Ariba Network を統合し、受信する
請求書の処理だけでも行えるようにすることが重要な課
題となっています。実際に、チリにおいては、現行のアー
キテクチャを使用して SAP Ariba システムに追加できる
パートナが拡張されています。
この拡張が導入されなければ、すでに SAP Ariba をご利
用いただいているお客様の Ariba Network への移行や、
新規のお客様によるこのソリューションの適用を阻む障
壁となる可能性もあります。

• SAP Ariba システムで、第 2 のサービスプロバ
イダとの統合がサポートされるようになりまし
た。チリでは、税ドキュメント受信 (DTE) 用のプ
ロバイダ (Acepta) がサポートされています。

• サービスプロバイダとして Acepta を利用してい
るバイヤーのお客様は、受信ドキュメントを
Ariba Network で受け取って処理することができ
ます。

プロバイダとして Acepta を採用しているバイヤーのお客
様は、地域のほかの電子請求書処理プロバイダに移行し
なくても、受信する DTE 請求書を Ariba Network 経由で
受け取って処理することができます。
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サービスプロバ
イダ

DTE 請求書 + PDF
1

4

cXML 請求書
+ DTE + PDF

チリのサプライヤが、

規制されています。

チリのサプライヤが、
政府機関による承認
を受けた後、バイヤー
の選定プロバイダで

ある Acepta に DTE 

請求書を提出します。
この手順は義務として
定められ、チリの税務

当局 (SII) によって

規制されています。SII
チリの税務当局

2

Acepta 経由の外部 DTE 請求書

支払情報

5

バイヤーの
ERP

6
SII に対する財務面の検

証

法的な確認 + 
会計上の検証 + 保

管 + 
PDF の生成 +

電子帳簿
3

チリで義務付けられている XML 形式とそ

Ariba Network に送信されます。

チリで義務付けられている XML 形式とそ

の PDF 版を含むメッセージを通じて、財務

処理上の有効性が確保された請求書が

Ariba Network に送信されます。

DTE 請求書が
cXML 形式に変換
され、AN で法的に
有効なファイルが
添付されます。ビ
ジネス関連の検証
も実行できます。

cXML 請求書と添付ファ
イルがバイヤーの ERP 

に送信されます。

請求書の状況/支払情
報を AN で公開するこ

とができます。

DTE 請求書用のチリのタックスインボイス処理パートナーの拡張
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DTE 請求書用のチリのタックスインボイス処理パートナーの拡張

サプライヤが Acepta に提出した

請求書:

Acepta ポータルで表示される情報:

• 送信者

• 受信者

• スタンプの日付

• SII の受領日

• 受信者側の処理/受信日付

• Ariba Network の受信日付

• 請求書の金額

• ERP の受信日

…
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DTE 請求書用のチリのタックスインボイス処理パートナーの拡張

Ariba Network で表示される外部請求書:

請求書に表示される情報:

• 外部プロバイダ名として「Acepta」
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DTE 請求書用のチリのタックスインボイス処理パートナーの拡張

請求書に表示される情報:

• Acepta によって送信された DTE xml からの請求書 URL

Ariba Network で表示される外部請求書:
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DTE 請求書用のチリのタックスインボイス処理パートナーの拡張

請求書に添付される情報:

• XML ファイル: DTE 法定請求書

• PDF ファイル: PDF 形式の法定請求書

Ariba Network で表示される外部請求書:
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DTE 請求書用のチリのタックスインボイス処理パートナーの拡張

サポートされている外部請求書の種類:

• タックスインボイス (コード 33 - 請求書番号の末尾が FA)

• 非課税インボイス (コード 34 - 請求書番号の末尾が EX)

• 明細レベルのクレジットメモ (コード 61 - 請求書番号の末尾が NC)

• 明細レベルのデビットメモ (コード 56 - 請求書番号の末尾が ND)
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導入の手順

1. バイヤーが、選定サービスプロバイダとして Acepta を採用する必要があります。

2. Acepta で、バイヤーの税 ID すべてに対して配信ルールを設定する必要があります。

3. Ariba Network で、サプライヤが VUF (税 ID、システム ID、国など) を使用して適切に設定さ
れている必要があります。

4. 請求書の処理フローが適切に機能するように、テストを行う必要があります。


